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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】第２光源は必然的に主閃光器と異なる電球を使
用し、その輝度は低く相関色温度（ＣＣＴ）は不安定で
、多くの場合に演色評価数（ＣＲＩ）精度が劣り、これ
が肌の色合いを悪くし、閃光が焚かれる前の光の測定が
不正確になる等の問題を解決した照明を提供する。
【解決手段】照明システム１０は少なくとも１個の発光
ダイオードを備える照明ユニット１２と、照明制御ユニ
ット５０と、を備える。照明制御ユニットは、照明ユニ
ットの動作を連続モードと閃光モードとの間で切り替え
るように動作する。閃光は、連続モードより高輝度とし
た。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリガーを受け取るトリガー受取手段と、
　前記トリガーを受け取ると、少なくとも１個の発光ダイオードを備える照明装置を連続
モードから閃光モードに切り替える切替手段と、
を備え、
　前記閃光モードは、前記連続モードより高輝度である、
照明制御装置。
【請求項２】
　前記トリガー受取手段は、カメラとの接続部を備える、
請求項１記載の照明制御装置。
【請求項３】
　前記トリガー受取手段は、無線受信機を備える、
請求項１または２記載の照明制御装置。
【請求項４】
　前記トリガー受取手段は、閃光を検出するように構成された光学感知器を備える、
請求項１乃至３のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項５】
　使用者による入力を受け取る使用者入力受取手段を備える、
請求項１乃至４のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項６】
　前記使用者入力受取手段は、携帯機器からの入力を受け取るように構成された無線受信
機を備える、
請求項５記載の照明制御装置。
【請求項７】
　前記使用者入力受取手段は、ユーザーインタフェースを備える、
請求項５記載の照明制御装置。
【請求項８】
　前記連続モードおよび／または前記閃光モードの光の色を調整する光色調整手段を備え
る、
請求項１乃至７のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項９】
　前記連続モードの前記照明装置への電力を調節する電力調節手段を備える、
請求項１乃至８のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項１０】
　前記電力調節手段は、前記電力を変調する電力変調手段を備える、
請求項９記載の照明制御装置。
【請求項１１】
　前記電力変調手段は、パルス幅変調を行うパルス幅変調手段を備える、
請求項９または１０記載の照明制御装置。
【請求項１２】
　前記変調は、電流モード変調である、
請求項９乃至１１のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項１３】
　適切な閃光持続時間を決定する閃光持続時間決定手段を備える、
請求項１乃至１２のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項１４】
　前記適切な閃光持続時間は、前回の閃光トリガーを受け取ってからの経過時間によって
決定される、
請求項１３記載の照明制御装置。
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【請求項１５】
　前記切替手段は、実質的にカメラのシャッターが開放されている間だけ前記閃光モード
に切り替えるように構成されている、
請求項１乃至１４のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項１６】
　少なくとも１個の発光ダイオードを備える照明装置と、
　照明制御装置と、
を備え、
　前記照明制御装置は、前記照明装置の動作を連続モードと閃光モードとの間で切り替え
るように動作可能で、
　前記閃光モードは、前記連続モードより高輝度である、
照明システム。
【請求項１７】
　前記照明制御装置は、請求項１乃至１５のいずれかに記載の照明制御装置である、
請求項１６記載の照明システム。
【請求項１８】
　閃光写真撮影用である、
請求項１６または１７記載の照明システム。
【請求項１９】
　使用者の入力を、好ましくはユーザーインタフェース経由で受け取る使用者入力受取手
段を備える、
請求項１６乃至１８のいずれかに記載の照明システム。
【請求項２０】
　前記前記連続モードおよび／または前記閃光モードの光の色を調整する光色調整手段を
備える、
請求項１６乃至１９のいずれかに記載の照明システム。
【請求項２１】
　前記閃光モードの持続時間および／または電力を調整する電力調整手段を備える、
請求項１６乃至２０のいずれかに記載の照明システム。
【請求項２２】
　前記閃光モードは、前記連続モードよりも電力が大きいモードである、
請求項１６乃至２１のいずれかに記載の照明システム。
【請求項２３】
　前記閃光モードは、前記連続モードの電力の１００％－１，０００％である、
請求項２２記載の照明システム。
【請求項２４】
　前記閃光モードは、前記連続モードの電力の２００％－４００％である、
請求項２２記載の照明システム。
【請求項２５】
　前記閃光モードは、前記連続モードの電力の３００％－４００％である、
請求項２２記載の照明システム。
【請求項２６】
　前記連続モードと前記閃光モードとは、同一の光放射要素を使用する、
請求項１６乃至２５のいずれかに記載の照明システム。
【請求項２７】
　前記少なくとも１個の発光ダイオードは、種々の色の発光ダイオードを備える、
請求項２６記載の照明システム。
【請求項２８】
　電源を備える、
請求項１６乃至２７のいずれかに記載の照明システム。
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【請求項２９】
　前記電源は、電池を備える、
請求項２８記載の照明システム。
【請求項３０】
　適切な閃光持続時間を決定する閃光持続時間決定手段を備える、
１６乃至２９のいずれかに記載の照明システム。
【請求項３１】
　前記適切な閃光持続時間は、前回の閃光トリガーを受け取ってからの経過時間によって
決定される、
請求項３０記載の照明制御装置。
【請求項３２】
　前記照明制御装置は、実質的にカメラのシャッターが開放されている間だけ前記閃光モ
ードに切り替えるように動作可能である、
請求項１６乃至３１のいずれかに記載の照明システム。
【請求項３３】
　少なくとも１個の発光ダイオードを備える照明装置を制御する方法であって、前記方法
は、
　連続モードの前記照明装置に電力を供給する工程と、
　トリガーを受け取る工程と、
　前記トリガーを受け取ると閃光を放射するように前記照明装置に電力を供給する工程と
、
を含み、
　前記閃光は前記連続モードより高輝度である、
照明装置の制御方法。
【請求項３４】
　前記連続モードの前記照明装置に電力を供給する工程は、前記照明装置を薄暗くするよ
うに前記電力を調節する工程を含む、
請求項３３記載の照明装置の制御方法。
【請求項３５】
　前記変調する工程は、前記照明装置への前記電力を変調する工程を含む、
請求項３４記載の照明装置の制御方法
【請求項３６】
　前記調節する工程は、パルス幅変調を含む、
請求項３５記載の照明装置の制御方法。
【請求項３７】
　前記変調は、電流モード変調である、
請求項３５または３６記載の照明装置の制御方法。
【請求項３８】
　前記照明装置に電力を供給する工程は、閃光を放射するように前記調整を抑制する工程
を含む、
請求項３４乃至３７のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項３９】
　前記閃光モードは、前記連続モードよりも電力が大きいモードである、
請求項３３乃至３８記載の照明装置の制御方法。
【請求項４０】
　前記閃光モードは、前記連続モードの電力の１００％－４００％である、
請求項３９記載の照明装置の制御方法。
【請求項４１】
　前記閃光モードは、前記連続モードの電力の２００％－４００％である、
請求項３９記載の照明装置の制御方法。
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【請求項４２】
　前記閃光モードは前記連続モードの電力の３００％－４００％である、
請求項３９記載の照明装置の制御方法。
【請求項４３】
　前記トリガーを受け取る工程は、カメラからトリガーを受け取る工程を含む、
請求項３３乃至４２のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４４】
　前記トリガーを受け取る工程は、無線でトリガーを受け取る工程を含む、
請求項３３乃至４３のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４５】
　前記トリガーを受け取る工程は、閃光を検出する工程を含む、
請求項３３乃至４４のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４６】
　前記閃光は、１ミリ秒と１００ミリ秒との間の持続時間を有する、
請求項３３乃至４５のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４７】
　前記閃光は、１ミリ秒と５０ミリ秒との間の持続時間を有する、
請求項３３乃至４５のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４８】
　前記トリガーの受け取り後の前記閃光の前記放射を遅延させる工程を含む、
請求項３３乃至４７のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項４９】
　前記遅延は、１ミリ秒と９９９ミリ秒との間である、
請求項４８記載の照明装置の制御方法。
【請求項５０】
　前記閃光の後に前記連続モードに戻る工程を含む、
請求項３３乃至４７のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項５１】
　適切な閃光持続時間を決定する工程を含む、
請求項３３乃至５０のいずれかに記載の照明装置の制御方法。 
【請求項５２】
　前記適切な閃光持続時間は、前回の閃光トリガーを受け取ってからの経過時間によって
決定される、
請求項５１記載の照明装置の制御方法。
【請求項５３】
　トリガーを受け取ると閃光を放射するように前記照明装置に電力を供給する前記工程は
、実質的にカメラのシャッターが開放されている間に発生する、
請求項３３乃至５２のいずれかに記載の照明装置の制御方法。
【請求項５４】
　請求項３３乃至５３のいずれかに記載の照明装置の制御方法を実行するように構成され
た、
請求項１乃至３２のいずれかに記載の照明制御装置。
【請求項５５】
　請求項３３乃至５３のいずれかに記載の照明装置の制御方法を実行するように構成され
たソフトウェアコードを備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項５６】
　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載された方法。
【請求項５７】
　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載された演算装置。
【請求項５８】
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　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載された照明装置。
【請求項５９】
　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載された装置。
【請求項６０】
　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載されたシステム。
【請求項６１】
　添付図面を参照して実質的に本明細書に記載されたコンピュータプログラム製品。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置およびその制御に関し、具体的には閃光を発生させるように動作可
能な照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　写真産業では、光が不十分な条件でもカメラで良い写真画像が得られるようにカメラ用
の点滅型閃光器を用いて撮影場面を１秒の何分の１か照明することが行われている。これ
らの閃光器は、一般にカメラ自体からの電気信号によってカメラのシャッターと同時に起
動される。撮影所の照明は、これらの閃光器の光と異なり、一定の照度で連続的に照らす
ため、閃光に伴う使用者の勘に頼る作業や「試行錯誤的」行為を除外して、「使用者の見
えている物を撮る」ことができる。また、これは、連続光が写真および動画の両方に使用
できることも意味する。しかし、一般に連続光は専用の閃光器の瞬間的な光量にはかなわ
ない。その実現には過大な費用と電力が必要となるからである。
【０００３】
　現代の閃光／ストロボ装置は、閃光用光源に加えて増設された光源で構成された「モデ
リング照明器」を備え得る。このように照明器を増設する目的は、閃光の前に撮影者がど
の場所に影や明るい部分ができるか判断できるように、画像を構成し「モデル」の姿勢を
決めることである。人間心理学の観点からすると、高出力の光を連続して浴びることは被
写体に不快感を与え、時に被写体に健康被害を及ぼす危険があるが、このように構成する
ことで被写体はこの不快感に耐え易くなる。また、このような構成は、カメラの自動焦点
を可能にし、モデルが姿勢をとり閃光に備えて瞳孔拡張を調節することを可能にし、閃光
の輝度に過度に反応することがない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、主たるストロボあるいは閃光とは別に第２光源を使用すると、得られる写真に
影響を及ぼす場合がある。というのは、第２光源は必然的に主閃光器と異なる電球を使用
し、その輝度は低く相関色温度（ＣＣＴ）は不安定で、多くの場合に演色評価数（ＣＲＩ
）精度が劣り、これが肌の色合いを悪くし、閃光が焚かれる前の光の測定が不正確になる
。また、モデリング照明器の配置と光特性の違いのせいで、モデリング照明器を使用して
見積もった影および明るい部分は、主ストロボ／閃光装置を使用して見積もったものとは
明らかに異なり、あまり役に立たない。
【０００５】
　解決策の改善が望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　大まかには、本発明の一側面によると、使用者が制御可能な組込型閃光機能により連続
的な照明を行うように構成された照明装置または照明システムが提供される。好ましくは
、本照明装置は、色温度を変えることができるように構成された発光ダイオードを備える
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。より好ましくは、照明装置はそれ自体に組み込まれた（電池）電源から電力の供給を受
ける。
【０００７】
　大まかには、色温度を変更可能な閃光を有する照明が提供される。
【０００８】
　本発明の別の側面によると、照明制御装置が提供され、本照明制御装置は、トリガーを
受け取る（例えば、演算装置および関連する記憶装置の形態の）トリガー受取手段と、ト
リガーを受け取ると照明装置の動作を連続モードから閃光モードに切り替える（例えば、
切替回路の形態の）切替手段と、を備え、照明装置は、少なくとも１個の発光ダイオード
を備え、閃光モードは、連続モードよりも高輝度である。
【０００９】
　本発明の別の側面によると、照明装置と、照明制御装置と、を備える照明システムが提
供され、照明制御装置は、照明装置の動作を連続モードと閃光モードとの間で切り替える
ように動作可能であり、照明装置は、少なくとも１個の発光ダイオードを備え、閃光モー
ドは、連続モードよりも高輝度である。
【００１０】
　好ましくは、照明システムの照明制御装置は、本明細書に記載の照明制御装置である。
【００１１】
　本発明の別の側面によると、少なくとも１個の発光ダイオードを備える照明装置を制御
する方法が提供され、本方法は、連続モードの照明装置に電力を供給することと、トリガ
ーを受け取ることと、トリガーを受け取ると閃光を放射するように照明装置に電力を供給
することと、を含み、閃光は連続モードよりも高輝度である。
【００１２】
　好ましくは、組込型閃光機能を備える照明装置または照明システムは、ＬＥＤ発光器で
ある。そのような照明装置または照明システムは、白熱灯照明装置、ハロゲン灯照明装置
、または蛍光照明装置と比べて節電効率がよい。
【００１３】
　好ましくは、組込型閃光機能を備える照明装置または照明システムは、内部電源、例え
ば、Ｖ　Ｌｏｃｋ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ社製の電池で動作可能である。そのような方法で
は、照明装置または照明システムは、携帯性に優れ、野外撮影の実用性が高い。
【００１４】
　好ましくは、照明装置または照明システムは、標準ＰＣまたは「ホットシュー（hotsho
e）」閃光同期コネクタを介してＬＥＤ照明器を「ストロボ／閃光照明」として用いるた
めの閃光同期３．５ｍｍジャック入力を備える。
【００１５】
　好ましくは、閃光の起動／停止「トリガー起動」は、局所的には照明装置または照明シ
ステム自体のユーザーインタフェースを介して制御することができ、遠隔的にはＷｉ－Ｆ
ｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）、または
スマートフォンまたはタブレットからの無線ＤＭＸ、または有線３．５ｍｍミニジャック
遠隔トリガー、または有線ＤＭＸトリガーを介して制御することができる。
【００１６】
　好ましくは、同期の接続は、閃光の同期化が可能な汎用の接続であり、そのような接続
には光学スレーブ接続器などのキヤノン（登録商標）／ニコン（登録商標）／サードパー
ティーの任意の標準機器などがあり、任意の標準無線スレーブ遠隔トリガーシステム（例
えば、Ｐｏｃｋｅｔ Ｗｉｚａｒｄ（登録商標）、Ｐｈｏｔｉｘ（登録商標）など）によ
り無線スレーブ閃光装置として動作することもできる。
【００１７】
　好ましくは、閃光同期ポートは、有線押ボタントリガーまたは遠隔無線トリガーによる
特定の照明効果シミュレーションの起動ができてもよい。このようにすることによって、
照明装置または照明システムが天井のトラスに固定されているなど手が届かない位置にあ
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るとき、照明効果を遠隔制御することができる。
【００１８】
　好ましくは、閃光器は、ボタンと、回転つまみと、効果パラメータの表示器と、を備え
る照明装置または照明システム自体の背部の制御盤で制御、あるいは特製照明制御ソフト
ウェアを作動させているコンピュータからシリアル通信インタフェース（例えば、ＲＳ２
３２、ＵＳＢ、またはＤＭＸ）経由で制御される。
【００１９】
　好ましくは、閃光器は、適切な専用照明制御アプリケーションを作動させているスマー
トフォンまたはタブレットからＷｉ－Ｆｉ経由で遠隔制御することができる。
【００２０】
　好ましくは、閃光トリガーは、標準３．５ｍｍモノラルミニジャックを介して接続され
た検出電気信号によって提供されてもよく、そのような電気信号には、有線遠隔トリガー
スイッチ、カメラシャッター開放、あるいは「ＰＣ」コネクタ、あるいはカメラＩＳＯ５
１８ホットシューから送られたカメラシャッター開放トリガー信号、あるいはＰｏｃｋｅ
ｔＷｉｚａｒｄ（登録商標）のＰｌｕｓＸなどの市販の無線送信機／受信機トリガーキッ
トで中継されたカメラからの無線信号、あるいは光学スレーブトリガーなどがあり、別の
閃光器の光を検知して閃光を遠隔起動することができるようになっている。
【００２１】
　好ましくは、閃光器のパラメータ（例えば、閃光持続時間と、遅延と、色と、輝度と、
があるが、これらに限定されない）は、光自体を局所的に変更、あるいはＷｉ－ｆｉまた
はＢｌｕｅｔｏｏｔｈを介して遠隔的に変更することができる。
【００２２】
　好ましくは、組込型閃光器を備える照明装置は、「モデリング」用の連続照明と、閃光
写真撮影に適した短いパルス状の高輝度光の両方を発生するように動作することができる
。
【００２３】
　好ましくは、組込型閃光機能を備える照明装置は、その主光源を閃光およびモデリング
用の光源として使用することで、写真撮影の前に光源の影と明るい部分との特性を予め正
確に調べることができる。
【００２４】
　好ましくは、組込型閃光機能を備える照明装置は、照明装置のＬＥＤに損傷を与ること
なく照明装置の最大連続出力値よりも最大４倍明るい短い閃光を発生するように構成され
る。
【００２５】
　好ましくは、組込型閃光機能を備える照明装置は、画面書き換え速度が速い写真撮影を
可能にするための最小限乃至ゼロの再利用時間すなわち充電時間を有する。一実施例によ
れば、これはＬＥＤを備える照明装置によって提供される。
【００２６】
　好ましくは、照明装置は、一般的な閃光電球よりもかなり広い面積全体に配置された複
数のＬＥＤを備え、見た目が自然光（すなわち、より大きな照明光源）に非常に似た、よ
り広範囲かつ拡散した「柔らかい光」の光源を提供する。
【００２７】
　必要であれば、トリガー受取手段は、カメラとの接続部を備える。必要であれば、トリ
ガー受取手段は、無線受信機を備える。必要であれば、トリガー受取手段は、閃光を検出
するように構成された光学感知器を備える。
【００２８】
　好ましくは、照明装置は、使用者の入力を受け取る使用者入力受取手段をさらに備える
。必要であれば、使用者入力受取手段は、携帯機器から入力を受け取るように構成された
無線受信機を備える。必要であれば、使用者入力受取手段は、ユーザーインタフェースを
備える。
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【００２９】
　好ましくは、照明装置は、連続モードおよび／または閃光モードの光の色を調節する色
調節手段をさらに備える。
【００３０】
　好ましくは、照明装置は、連続モードの照明装置に供給される電力を調整する電力調整
手段をさらに備える。好ましくは、電力調整手段は、電力を変調する電力変調手段を備え
る。好ましくは、電力変調手段は、パルス幅変調手段を備える。好ましくは、変調は、電
流モード変調である。
【００３１】
　好ましくは、（例えば、切替回路の形態の）切替手段は、実質的にカメラのシャッター
が開いている間だけ閃光モードに切り替えるように構成されている。
【００３２】
　好ましくは、適切な閃光持続時間は、前回の閃光トリガーを受け取った以降の経過時間
によって決まる。このようにして、照明要素は、複数回の閃光が立て続けに重なることに
よる損傷から保護され得る。
【００３３】
　好ましくは、（例えば、切替回路の形態の）切替手段は、実質的にカメラのシャッター
が開いている間だけ閃光モードに切り替えるように構成されている。この構成は、このよ
うにしなければ画面の複数部分が適切に露光されない場合があるシャッター速度が高速の
場合に特に都合がよい。
【００３４】
　好ましくは、照明システムは、閃光写真撮影用である。
【００３５】
　好ましくは、照明システムは、使用者の入力を、好ましくはユーザーインタフェース経
由で受け取る使用者入力受取手段をさらに備える。
【００３６】
　好ましくは、照明システムは、連続モードおよび／または閃光モードの光の色を調整す
る色調整手段をさらに備える。
【００３７】
　好ましくは、照明システムは、閃光モードの持続時間および／または電力を調整する電
力調整手段をさらに備える。
【００３８】
　好ましくは、閃光モードは、連続モードよりも電力が大きいモードである。必要であれ
ば、閃光モードは、連続モードの電力の１００％－１，０００％、２００％－４００％、
または３００％－４００％である。
【００３９】
　好ましくは、連続電力モードと、閃光モードと、は同じ光放射要素を使用している。
【００４０】
　好ましくは、少なくとも１個の発光ダイオードは、種々の色の発光ダイオードを含む。
【００４１】
　好ましくは、照明システムは、電源をさらに備える。好ましくは、電源は、電池を備え
る。
【００４２】
　好ましくは、連続モードの照明装置に電力を供給する工程は、照明装置を暗くするよう
に電力を調整する工程を含む。好ましくは、調整する工程は、照明装置への電力を変調す
る工程を含む。好ましくは、変調する工程は、パルス幅変調を含む。好ましくは、変調は
、電流モード変調である。
【００４３】
　好ましくは、閃光を放射するように照明装置に電力を供給する工程は、調整を抑制する
工程を含む。
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【００４４】
　好ましくは、トリガーを受け取る工程は、トリガーをカメラから受け取る工程を含む。
必要であれば、トリガーを受け取る工程は、トリガーを無線で受け取る工程を含む。必要
であれば、トリガーを受け取る工程は、閃光を検出する工程を含む。
【００４５】
　好ましくは、閃光は、１ミリ秒と１００ミリ秒との間、必要であれば、１ミリ秒と５０
ミリ秒との間の持続時間を有する。
【００４６】
　本方法は、トリガーの受け取りの後の閃光の放射を遅延させる工程をさらに含んでもよ
い。必要であれば、遅延は、１ミリ秒と９９９ミリ秒との間である。
【００４７】
　本方法は、閃光の後に連続モードに戻る工程をさらに含んでもよい。
【００４８】
　本発明は、本明細書に記載および／または説明された任意の新しい態様あるいは特徴に
まで及ぶ。本発明の更なる特徴は、他の独立請求項と従属請求項とによって特徴付けられ
る。
【００４９】
　本発明の一態様のどの特徴も、任意に適切に組合せて本発明の他の態様に適用されても
よい。具体的には、方法の態様は、装置の態様に適用されてもよく、その逆に適用されて
もよい。
【００５０】
　さらに、ハードウェアで実践された特徴は、ソフトウェアで実践されてもよく、その逆
に実践されてもよい。本明細書のソフトウェア的特徴とハードウェア的特徴に対するどの
言及も、適切に理解されるべきである。
【００５１】
　本明細書に記載のどの装置的特徴も、方法的特徴として提供されてもよく、その逆に提
供されてもよい。本明細書に使用されているように、ミーンズプラスファンクション表現
の特徴は、代わりにそれらの対応する構造との観点で、例えば、適切にプログラムされた
演算装置および関連した記憶装置で表現されてもよい。
【００５２】
　また当然だが、本発明の任意の態様で説明および規定された種々の特徴の具体的な組み
合わせは、単独で実践および／または供給および／または使用されることができる。
【００５３】
　また本発明は、データ処理装置で実行されるとき、本明細書に記載の任意の方法がその
いずれかの工程または全ての工程を含め実行するように構成されたコンピュータプログラ
ムと、ソフトウェアコードを備えるコンピュータプログラム製品と、を提供する。
【００５４】
　また本発明は、データ処理装置で実行されるとき、本明細書に記載の装置的特徴のいず
れかを備えるコンピュータプログラムと、ソフトウェアコードを備えるコンピュータプロ
グラム製品と、を提供する。
【００５５】
　また本発明は、本明細書に記載の方法のいずれかを実行および／または本明細書に記載
の装置的特徴のいずれかを具体化するようコンピュータプログラムを補助するオペレーテ
ィングシステムを有するコンピュータプログラムと、コンピュータプログラム製品と、を
提供する。
【００５６】
　また本発明は、上述のコンピュータプログラムを保存しコンピュータで読み取り可能な
媒体を提供する。
【００５７】
　また本発明は、上述のコンピュータプログラムを担持する信号と、そのような信号を伝
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達する方法と、を提供する。
【００５８】
　本発明は、実質的に添付図面を参照して本明細書に記載の方法および／または装置にま
で及ぶ。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
　ここで以下の添付図面を参照して本発明を例示的に説明する。
【図１】照明システムの概略図である。
【図２】照明システムを制御するフローチャートである。
【図３（ａ）】シャッター速度が速い場合の閃光過程の図である。
【図３（ｂ）】図３（ａ）に示した過程に代わる「高速連続同期」過程の図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　以下の説明では、「閃光」と「ストロボ」とは写真撮影の被写体を照明することを目的
とする突発的な光を意味する用語と理解してよい。そのような「閃光」は、一般に１ミリ
秒から１００ミリ秒の間発せられるが、具体的な状況によっては、もっと短くてもあるい
はもっと長くてもよい。
【００６１】
　概説すれば、本発明は、組込型閃光機能を有する連続照明器、すなわち「モデリング」
用の連続照明と、閃光写真撮影に適した短いパルス状の高輝度光とを両方発生させること
ができる組込型閃光機能を提供する。連続「モデリング」光と「閃光」とは、同じ光放射
要素によって作られる。光放射要素が同じであることにより、連続光と閃光とが確実に均
一な色特性と影特性とを有する。
【００６２】
　連続光と閃光の輝度（照度）と色温度（ケルビン）とは、制御可能である。これらを制
御することで、照明装置は、連続照明器として、また（より大きな電力出力を要する）閃
光器としても動作することができ、この両モードは使用者が全て好みに合わせて変更可能
な色温度範囲（ケルビン）を有しているため、周囲の照明条件に正確に合わせて写真撮影
ができ、またホワイトバランスを正確に決定することができる。
【００６３】
　このことは、ＬＥＤ照明器を用いて実現され、このＬＥＤ照明器は、より大きな光出力
すなわち「閃光」を発するために、短時間の間、ＬＥＤへの供給電流を通常の動作電流よ
り増やし、ＬＥＤの通常の動作電流を越えることにより生じるであろうＬＥＤの損傷を防
止することができる。
【００６４】
　そのような装置は、従来の閃光／ストロボ装置と連続光装置との間の橋渡しのような役
目をし、両技術の利点を提供しながら、個別の装置を使用するときの典型的な欠点を低減
あるいは解消している。これは、写真および／または動画の撮影を行う撮影所または製作
会社が、それぞれ固有の欠点がある２つの個別の装置を購入し設置する必要がなくなるこ
とを意味する。本発明は、どちらの種類の装置に関係した問題も軽減し、作業の流れを速
める。よって、本システムは、動画・映画、および写真アプリケーションの両方の設定と
姿勢決めと画像構成とに合わせて制御可能な連続「モデリング」光と、撮影場面の細部を
際立たせるのに必要な非常に高い光量の照明を提供する発射可能な高輝度閃光と、を提供
する。
【００６５】
　本発明は、主閃光器とモデリング照明器の両方に対して（２つの独立した照明器に対し
て）単一の光源（例えば、ＬＥＤマトリクス）を用いることで、「主」閃光器と同じ特性
を有する高品質のモデリング照明器が提供される。具体的には、閃光器により提供される
色温度と陰影特性とは、カメラが設定された際の一定光の色温度と陰影特性と基本的に同
じである。これにより、「試行錯誤」に頼らずに正確かつ予測可能な結果を得ることがで
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きる。これにより、動画と写真撮影とに使用する照明器は、連続光源として使用できるだ
けではなく、照明面積が大きな専用ストロボ閃光源としての役目を果たすこともでき、従
来の閃光器よりも柔らかく強過ぎない陰影が得られる。
【００６６】
　図１には照明システム１０の概略図が示されている。本システムは、照明制御ユニット
５０と、照明装置１２と、電源１４と、を備える。一実施例によれば、照明制御ユニット
５０は、照明装置１２の一部であり、例えば、照明装置１２の裏側に配置されている。電
源１４は、電池パックの形態で照明システム５０内にあっても、照明装置１２内にあって
もよい。あるいは、電源１４は、例えば商用電源または発電機などの外部電源でもよい。
【００６７】
　使用時、照明制御ユニット５０は、連続照明を行うよう、あるいは閃光を発するように
照明装置１２への電力供給を制御する。使用者が「トリガーモード待ち」を有効にすると
、照明制御ユニット５０は、トリガーの受け取り時に照明装置１２が閃光を発することが
できるように準備する。
【００６８】
　一実施例における照明装置１２は、ＬＥＤなどの光放射要素の配列を備え、この配列は
複数の色の光放射要素で構成されている場合がある。この配列は、板状でも、投光器でも
、一群または任意の他の構成のＬＥＤでもよい。これらの構成により、照明器は、それぞ
れのＬＥＤの相対輝度を変化させることによって所望の輝度および色の光を発生させる能
力を得ることができる。あるいは照明装置１２はフィラメント（白熱灯）、ハロゲン、ま
たは他の種類の照明器でもよい。
【００６９】
　ＬＥＤは、再利用時間／充電時間がないという他の形態の光源を凌ぐの特別な利点を有
する。再利用時間が短く効率がよいので、撮影者は１秒当たりの閃光／画面数に対する制
限なしに、作業をいかなる画面書換速度でも行うことができる。ＬＥＤは、比較的低い電
力を供給する電源（例えば、電池パックなど）から電力の供給を受けることができ、外部
電源などを必要としない。ＬＥＤは、一般に閃光器に使用される電球より信頼性が高く、
光放射要素へのストレスも小さいため、白熱電球または蛍光（例えば、キセノン）電球の
１００倍を越える寿命（すなわち、１００，０００－５００，０００回を越える閃光回数
）を実現することができる。
【００７０】
　閃光は一般に５０ミリ秒未満の間持続するから、照明装置１２は、閃光の持続時間だけ
大電流、大電力の「閃光」モード（最大１００％の連続光出力、すなわち１００％の最大
輝度の０．４倍－５倍の範囲の連続光出力を複数回発するモード）に切り替わり、その後
通常の電流値と電力値に戻ることができる。この方法によれば、光要素を破損せず、より
強力な電源１４も必要とせずに、連続電力および電流の通常の限度を超えることができる
。連続モードと閃光モードとの間を切り替える手段は、例えば、半導体スイッチまたはリ
レーを備える切替回路を備えてもよい。
【００７１】
　照明制御ユニット５０は、ユーザーインタフェース２０と、トリガーユニットと、出力
ユニット５８と、演算装置５４と、関連する記憶装置５６とを備える。ユーザーインタフ
ェース２０により、使用者は設定値を調整し、閃光および／または連続光を有効にしたり
無効にしたりすることができる。
【００７２】
　使用者が調整可能なパラメータには以下が含まれるが、これらに限定されない。
【００７３】
　・閃光輝度：閃光の極大照度、例えば、通常の連続照度出力の４０％－１，０００％、
または１００％－５００％、２００％－４００％、または３００％－４００％。一実施例
において、閃光は、連続「モデリング光」の設定より明るいことが求められる。
【００７４】
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　・モデリング光：閃光が起動されていないときに発せられる連続ランプ照度（通常のラ
ンプ輝度の０％－１００％）。
【００７５】
　・閃光色：閃光の色温度を設定する。可調範囲は一般に２８００Ｋ－６５００Ｋ。閃光
の色温度はランプを形成している個々の要素（例えば、ＬＥＤ）間の釣合を調整すること
によって正確に制御および較正することができる。一実施例において、モデリング光の色
を調節すると閃光の色が調整され、その逆も同様である。キセノン閃光装置の色は調節す
ることはできない。
【００７６】
　・閃光持続時間：一般に１ミリ秒－１００ミリ秒、または１ミリ秒－５０ミリ秒、また
は０．１ミリ秒－５０ミリ秒（高速で動く被写体の写真撮影にはさらに短い閃光が必要な
場合がある）。ＬＥＤは非常に速い点灯・消灯時間を有することから、照明の長さを正確
に制御することができる。このことは、動いている被写体の撮影に役立つ。持続時間（お
よび実際には閃光の時間依存特性）は、正確に制御可能である。閃光持続時間は、使用中
のカメラのシャッター速度に応じて設定してもよく、したがって使用者がシャッター速度
を入力し、制御ユニット５０が閃光持続時間を適切に調節（すなわち、シャッターの開放
時間中ずっと照明されるように）してもよい。
【００７７】
　・閃光遅延：一般に０ミリ秒－９９９ミリ秒。これは、閃光トリガー信号から閃光パル
ス出力の開始までの遅延を設定する。これにより、カメラのシャッターを開けた後に閃光
を起動させる（後幕）「閃光幕」モードで閃光を使用することができ、創造的な写真効果
を得るよう使用することができる。閃光遅延と、閃光持続時間と、トリガーから撮影まで
の遅延と、カメラのシャッター速度とを調節して、例えば、閃光が停止した後もシャッタ
ーを開放したままにするなどの他の写真効果を得ることができる。この他にも、赤目軽減
などの閃光効果を得ることもできる。
【００７８】
　ユーザーインタフェース２０を、照明装置１２自体にある画面とボタンおよび／または
つまみの形態にして、使用者が上述の設定を調整できるようにしてもよい。代わりに、あ
るいはそれに加えて、使用者が設定を別の装置で（例えば、適切なアプリケーションと連
動したスマートフォンまたはタブレットで、あるいは適切な照明制御ソフトウェアで動作
しているコンピュータでシリアル通信インタフェース（例えば、ＲＳ２３２、ＵＳＢ、ま
たはＤＭＸ）経由で）調整し、設定が照明制御ユニット５０に送られてもよい。このよう
な機能は、照明器が手の届かない所にある場合、例えば、照明対象である被写体の上方に
つり下げられている場合、特に役立つ。すなわち、閃光のパラメータは、離れた場所から
Ｗｉｆｉ（登録商標）またはＤＭＸ経由でスマートフォン、タブレット、コンピュータ、
または照明制御装置で制御することができる。
【００７９】
　閃光制御論理で生成された輝度と、持続時間と、明度とは、次に出力ユニット５８に渡
され、照明装置１２駆動回路への入力に適切な様式に変換される。これは、各ＬＥＤ色用
の電流制御出力を規定する演算装置送信データを含んでもよい。
【００８０】
　トリガーユニット５２は、トリガーを受け取るように構成されており、このトリガーは
外部トリガー装置４０から受け取ってもよい。トリガーは以下のうちのいずれによって供
給されてもよい。
【００８１】
　・標準３．５ｍｍモノラルミニジャックで接続された検出電気信号、例えば、有線遠隔
トリガースイッチ、カメラのシャッター開放、または「ＰＣ」コネクタなどの信号。
【００８２】
　・カメラＩＳＯ５１８ホットシューから直接供給されるカメラシャッター開放トリガー
信号。
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【００８３】
　・無線送信機／受信機トリガーキットによってカメラから伝えられた無線信号。このよ
うなトリガーキットには、例えば、ＰｏｃｋｅｔＷｉｚａｒｄ（登録商標）から販売され
ているＰｌｕｓＸ（登録商標）無線送信機／受信機、またはＰｈｏｔｔｉｘ（登録商標）
から販売されている無線送信機／受信機トリガーキットなどがある。
【００８４】
　・光学スレーブトリガー。すなわち、別の閃光装置の光を検出して、離れた場所から閃
光を起動することができるようになっている。
【００８５】
　いずれの場合も、トリガー部５２は、トリガー信号を受け取る手段を備え、この手段は
、例えば、（適切にプログラムされた演算装置と関連した記憶装置を有する）無線受信機
または光感知器の形態である。カメラと照明システム１２との間の同期は、汎用であり、
光学（光結合器）スレーブ結合器を含むキヤノン（登録商標）／ニコン（登録商標）／サ
ードパーティーの標準機器のいずれも含む閃光同期を可能にする。
【００８６】
　図２に、照明システム１０を制御するフローチャートが示されている。第１の工程Ｓ１
は、照明制御ユニット５０が閃光の設定を受け取る工程である。次に、使用者は、工程Ｓ
２で、システムが「トリガーモード待ち」になるよう指示する。このモードでは、照明装
置１２は、閃光を発するよう準備される。このモードでは、照明装置１２への電流（また
は電圧）は、必要な値まで増やされ閃光を発射すると同時に、連続光出力は、ある一定値
に調整されて照明装置１２を薄暗くし、増大させた電流（または電圧）を補う。
【００８７】
　次に、工程Ｓ３でトリガーが検出されると、照明制御ユニット５０は、規定の遅延時間
だけ待ち、その後工程Ｓ４で閃光を出力する。その後、このシステムは、工程Ｓ２の「ト
リガーモード待ち」モードに戻る。
【００８８】
　使用者は、照明装置のボタンを押すことによって（あるいは無線装置を介して）、準備
された「トリガー待ち」モードから出ることができる。これにより、照明装置１２の電流
は、その通常の値に戻り、照明装置１２は、通常の連続動作モードに戻る。
【００８９】
　一実施例によれば、「トリガー待ち」モードにある照明装置１２の「準備」は、照明装
置１２への電力の伝送を調節して、装置へ供給する電力を増やし、光の出力が比較的弱い
「連続」光にする。トリガーが検出された場合、調節は、短時間だけ緩められて、あるい
は解除されて、照明装置１２に大きな電力を送り、「閃光」を発生させる。照明システム
１０の電源１４は、過負荷補正回路を備えて、（「閃光」中の）電流引き込みが短時間に
上昇することで、システム１０の構成要素を損傷させないようにしてもよい。
【００９０】
　電力の調節は、照明装置１２に供給される電力を変調する形態で、出力ユニット５８内
の変調回路を制御している演算装置５４と、関連の記憶装置５６とによって制御されても
よい。一実施例において、変調は、パルス幅変調の形態である。変調は、（例えば）抵抗
手段による電力の調節に比べて損失が少ない。変調時の抵抗損失は、使用されるスイッチ
の遷移状態中だけ発生し、金属酸化膜電界効果トランジスタ（ＭＯＳＦＥＴ）または絶縁
ゲートバイポーラトランジスタＩＧＢＴなどの半導体スイッチを使用している場合は無視
できるからである。さらに、抵抗手段でＬＥＤをアナログ式に暗くすると色特性が変化す
る場合があるが、これは閃光の色が連続「モデリング光」とわずかに異なる場合があるこ
とを意味する。
【００９１】
　変調は、非常に短いパルスを供給するのにとても適している。というのは、半導体スイ
ッチによる切り替えは大電力「パルス」を正確に作り、かつその遅延時間を制御可能な一
定の時間に操作することができ、その結果、例えば、使用者が閃光の遅延および／または
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持続時間をミリ秒の単位で調節することができるからである。
【００９２】
　変調により、照明装置１２に供給される電流および／または電圧は、連続モードでは低
下（漸減）することになる。照明装置１２がＬＥＤを備える場合、電圧が起動電圧未満に
低下するとちらつきが起こることがあり、電流を制御することが好ましい場合がある。光
源１２に供給されている電流を制御するため、電流モード制御されたパルス幅変調回路を
用いてもよい。そのような回路は、変調回路で電圧モード制御されたパルスよりも複雑な
場合があるが、「ちらつき」を効果的に除去し、負荷分散しやすくする。
【００９３】
　あるいは、光源１２に供給されている電圧を制御するのに、電圧モード制御された変調
回路を用いてもよい。人間の知覚を越える周波数（例えば、２００Ｈｚを越える周波数）
でちらついている場合、および／あるいは撮影中のカメラの画面書換速度／シャッター速
度を越える周波数でちらついている場合、電圧モード制御された変調回路が受け入れられ
る。
【００９４】
　適切な変調回路の例には、交流用３端子（ＴＲＩＡＣ）ダイオード（二方向性３端子サ
イリスタとも呼ばれる）、または降圧変換器があり、演算装置５４のクロック出力で制御
される。電流モード制御または電圧モード制御のどちらの場合も、ＡＣ信号をＤＣに整流
する構成要素を必要に応じて内蔵してもよい。
【００９５】
　照明装置が規定の閃光持続時間内に第２トリガーを感知した場合、第２閃光を起動する
と、ＬＥＤ要素は最適であろう高出力に維持されて破損される場合がある。そのため、２
つの閃光が重なるように第２閃光トリガー（すなわち、ユニットに発光を求めるトリガー
）を受け取った場合、照明装置は、使用可能な閃光を使用者に提供するために閃光持続時
間を自動的に短縮すると同時に、そのようにしなければ発生することになるであろうＬＥ
Ｄ発光要素の損傷を防いでいる。この機能は、「適応型入力監視」（Ａ．Ｉ．Ｍ）と呼ば
れる。
【００９６】
　そのため、第２閃光の適切な持続時間は、前の閃光トリガーを受け取ってからの経過時
間によって決まり、発光要素を保護するために、一般に２つの閃光が近いほど、第２閃光
の持続時間は短くなる。
【００９７】
　照明制御システムの別の機能は、カメラの固有内部同期速度よりも速いシャッター速度
で発光することも可能な連続ＬＥＤ光を提供可能であることである。
【００９８】
　カメラの固有内部同期速度よりも速いシャッター速度（一般に１秒の１／２５０より速
い速度）を用いるとき、多くのカメラは閃光と同期するに足る高速でシャッターの開閉を
行うことはできない。カメラが閃光と同期することができる最大シャッター速度は、「カ
メラの固有同期」（ｔｎｓ）と呼ばれる。この固有の最大シャッター速度を打開するため
、多くのカメラは、先幕が完全に開いてしまう前に後幕を閉じることによってシャッター
速度を人為的に速めている。この様子が図３（ａ）と図３（ｂ）との上部に示されており
、先幕３００が開き、その後先幕３００が完全に開いてしまう前に、後幕３０２が閉じ始
める。
【００９９】
　一般的な閃光器は、閃光の持続時間が非常に短いため、非常に速いシャッター速度を用
いるとき、画面の一部が露光されない（すなわち、帯状の露光されない画面を有するよう
に見える）可能性があるという問題を有する。これは、動きを効果的に撮影したい、ある
いは他の美的理由（絞りを開けたいなど）のために、より速いシャッター速度を必要とす
る場合、特に問題である。
【０１００】
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　この問題を軽減するため、一部のカメラ閃光器は、カメラのシャッターが開いている間
に複数回発光する。この過程は、「高速同期閃光」と呼ばれ、図３（ａ）に示されている
。しかし、この方法でもまだ画面全体を均一に露光していない場合がある。
【０１０１】
　「高速同期閃光」の大きな欠点の１つは、高速のシャッター速度で動作するとき、閃光
電力が次第に低下することである。シャッター速度が速くなるにつれて、閃光電力は、失
われる。これは、閃光持続時間を変更する閃光のせいである。閃光器は、感知器領域全体
にパルス状に発光して有効な閃光持続時間を延長する必要がある。通常の閃光動作では、
シャッターの両幕は１ミリ秒の間完全に開き、感知器全体を同時に露出する。１／２５０
未満の通常の同期速度では、閃光器は、感知器全体を露出するのに１回発光するだけでよ
い。
【０１０２】
　それに対して、本明細書に記述した装置は、図３（ｂ）に示されるように、カメラの固
有内部同期速度より速いシャッター速度で、実質的にカメラのシャッターが開いている間
、ＬＥＤ光を連続発光するように構成されている。このような方法によれば、カメラシャ
ッターが開いている間、より高輝度の連続光であるシャッター同期閃光が提供され、カメ
ラの固有内部同期速度よりも速いシャッター速度の閃光を効果的に可能にする。この方法
は、一定の制御可能な光出力を生じさせることができるＬＥＤ照明に特に最適で、ハロゲ
ン灯閃光器の使用時には不可能である。
【０１０３】
　このような方法によれば、連続閃光事象、すなわちシャッターの持続時間中ずっと続き
、先頭から最後まで露光された撮影を行う閃光が作られる。先述の「高速同期」過程は、
より長く強力な閃光事象で実現可能な放射よりも低電力で、短く小さい閃光事象を連続的
に放射する。
【０１０４】
　一般的な閃光／ストロボ装置は、エネルギーをコンデンサに保存し、次にエネルギーを
１回の大きな閃光として放出して動作する。そのため、再度発光するために、コンデンサ
を充電する再利用時間が必要である。これは、重大な場面で閃光が全く発光しないことに
なり、結果的に露出不足の写真あるいは全く使いものにならない撮影結果が得られる。結
婚式の写真撮影などの状況で、充電するために閃光を待っている間に絶好の瞬間が永遠に
失われる。
【０１０５】
　現代のカメラは、１秒間に複数の画面を撮影することができ、本システムは、これら現
代のカメラの要求に応えることができる。コンデンサに依存している既存のカメラでは、
撮影者が閃光を使用しながらカメラの能力を活用して１秒間に複数の画面を撮影すること
はできない。
【０１０６】
　それに対し本システムは、閃光も可能な連続ＬＥＤ光を提供する。ＬＥＤには、エネル
ギーをコンデンサに保存して１回の大きな事象に放出する必要がないという利点がある。
【０１０７】
　一般にＬＥＤシステムは、２０ｍＡの公称電流で動作して、より大きな電流で生じるこ
とがあるＬＥＤの損傷を避けてきた。本明細書に説明したシステムは、ＬＥＤを２０ｍＡ
の数倍（例えば、４または５倍）、すなわち最大１００ｍＡで動作させて光の「爆発」、
すなわち閃光を作り、結果的に光出力を一般的に得られる光出力よりも顕著に大きくしな
がら、通常は公称動作電流（ＬＥＤに供給される連続電流と呼ぶ）を超える電流で動作さ
せることでＬＥＤに生じ得る損傷を防止している。
 
変更形態および改変形態
【０１０８】
　種々の他の改変形態は、当業者には明らかであり、例えば、複数の照明装置１２は一つ
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に結合され、トリガーを受け取ったとき、その一部だけが閃光を発してもよい。
【０１０９】
　連続「モデリング」光のような同じ色特性の閃光と関連した利点がありながら、モデリ
ング照明器とは異なる色の閃光を有することによって、特別の効果を作り出してもよい。
【０１１０】
　当然だが、ここまで本発明は、純粋に例示的に説明されてきたが、本発明の範囲内で細
部を改変することもできる。
【０１１１】
　特許請求項の中の参照番号は、単なる説明用であり、特許請求の範囲を限定する効果は
ない。

 

【図１】 【図２】
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